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Ｃ－２及び次期電波情報収集機の

入間基地への配備について

平成２８年８月

防 衛 省



事業の概要

○ 航空自衛隊が入間基地で現在運用している輸送機（Ｃ－１）については、現在、その

後継機として輸送機（Ｃ－２）を開発中です。Ｃ－２の開発は、過去の不具合を教訓と

して十分な対策を施した上で順調に進捗してきているところであり、平成２８年度末に

は開発完了する見込みです。

○ 平成２９年度概算要求において、Ｃ－２×３機の取得に必要な経費を計上していると

ころ、３機のうち、１機を平成３２年度以降、入間基地に配備することとしました。

○ また、現行のＹＳ－１１ＥＢ電波情報収集機の後継機として、Ｃ－２の試作機を活用

して開発している次期電波情報収集機については、平成２９年度より、入間基地で飛行

試験を含む搭載機器（次期機上電波測定装置）の試験評価を開始することについて、昨

年説明したところですが、同試験評価が問題なく終了した場合、次期電波情報収集機を

平成３１年度以降、入間基地に配備することとしました。

○ なお、平成２９年度概算要求では、Ｃ－２及び次期電波情報収集機の入間基地配備に

関連する経費（誘導路の調査設計等、約１．６億円）も計上することとしています。
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Ｃ－２及び次期電波情報収集機の概要

性能諸元（Ｃ－２）

全 長 約４４m

全 幅 約４４m

全 高 約１４m※

エンジン ＧＥ ＣＦ６－８０Ｃ２

推力、発数 約５０，０００ｌｂ×２

貨物搭載量 約３０ｔ

速度性能 Ｍ０．８

Ｃ－２ 次期電波情報収集機

航続距離（Ｃ－２） 機体規模・貨物室容量（Ｃ－２）

※次期電波情報収集機の全高は約１５ｍ
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○ 国際民間航空機関（ＩＣＡＯ）では、民間ジェット機の騒音について、離着陸時の３点を測
定点とした基準を定めており、Ｃ－２は当該基準を満たすよう設計しています。

○ なお、現有機のＣ－１と比較すると、Ｃ－２はより騒音の少ない航空機となっています。

測定点①：離陸経路直下
離陸開始点から６，５００ｍの地点

測定点②：離陸経路側方
滑走路中心線から４５０ｍの線上で
騒音レベルが最大となる地点

測定点③：着陸経路直下
滑走路の端から、２，０００ｍの地点

高度：約１２０ｍ

Ｃ－２の静粛性

騒音測定点 Ｃ－１ Ｃ－２

測定点① 約９９ 約８７

測定点② 約１０７ 約９３

測定点③ 約１０３ 約９７

＜参考＞ 実効感覚騒音レベル※[単位：dB （デシベル）]

※：実効感覚騒音レベル（EPNL：Effective Perceived Noise Level ）
音の「やかましさ」を基本とした騒音レベルに騒音の持続時間とエンジン特有の不快感の補正を加え、航空機１機の「より正確な
やかましさ」を表現したもの。



弾薬作業所

航空燃料貯蔵施設

誘導路

関連施設の整備

○ 平成２９年度概算要求において、Ｃ－２及び次期電波情報収集機の入間基地配備に伴う
関連施設として、誘導路改修並びに航空燃料貯蔵施設及び弾薬作業所の新設のための調査
設計（約１．６億円）を計上しています。
○ 平成３０年度以降は、上記施設の本工事等を予定しています。
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